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■人口の現状・問題

■観光の現状・問題

■土地の現状・問題 ■食の現状・問題 ■スポーツの現状・問題

■アートの現状・問題

■宿泊の現状・問題

■イベントの現状・問題

・愛知県の南東部に位置し、名古屋駅から蒲郡駅までJR東海道
本線新快速で約40分で着く。
・渥美半島と知多半島に囲まれた温暖な気候の海辺の街で、竹
島あたりの沿岸一帯が三河湾国定公園に指定されている。
・山と海に挟まれている。

総人口：76,633人 男性：37,936人 女性：38,697人
総世帯数：31,317人（令和2年度）

竹島、竹島水族館 蒲郡みかん、深海魚

長さ387メートルの橋で陸地と結ばれて、国の天然記念物に指
定されている蒲郡のシンボル「竹島」。島の中央部には、日本
七弁財天のひとつである「八百富神社」がある。

竹島橋は、縁結びの橋と呼ばれており、長さが387メートルあ
る。冬にはシベリアから渡り鳥が飛来し、心が和む。

02．蒲郡東港再生のシナリオ

三ケ根山スカイライン
三河湾スカイライン
竹島水族館

世帯数人口

利用者数
宿泊者数

01．蒲郡東港の現状課題
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やることが見つからない
生きがいとなるような趣味がない

一人の時間が増えた 仕事で完結している新しく何かを始めたい
子供が大きくなった

学びを通じて、個人の生きがいを生み出し、地域とのつながりによって生 活を豊かにする
。観光都市となるだけでなく、市民が生き生きと暮らす持続可能な社会を目指す。

計画敷地を「生涯学習社会」 として目指し、地域を盛り上げる
蒲郡市は観光交流都市として制定されている。

また、現在点として存在している周辺観光地を学びでつなぐことによって、蒲郡の特色とする。

蒲郡市の広域ゾーニングから文化・スポーツで賑わう拠点とする
計画敷地の東側は東大塚の商業・レジャー施設、西側は温泉街と、観光地に挟まれた立地である。

これらと差別化を図り、蒲郡の多様な魅力を発信していく。

＋
近年は仕事であったり、家事であったり、打ち込んできたことが終了すると、生きがいをなくし新たに何かを得ようとする傾向が見られる。加えて、今後は能動的な活動が必要とされる

さらに、新型コロナウイルスの影響より、これらを加速させるだけでなく、近場で活動や生活をする人々が増えると見込まれる

03．生涯学習ゾーンとは

04．提案：アカデミックゾーン

市民のための活動空間整備 「学ぶ・育む・憩う」事業整備と定着 市民の暮らしと風土性が感じられる観光



05．step1 空間整備 市民のための活動空間整備

空間の連続性と歩きやすさを担保した
幅の広いデッキを整備する

通行行動を阻害しない、
幅の広いデッキを整備する

デッキとスポーツ広場をゆるやかな階段によって
つなげることで、多様な交流を生む

堤防への植栽によって、海から見える景観を
有機的で自然豊かにする

滞留を生ませるために、ベンチを設置する

デッキを延伸することで、親水スポットまで
自然に人を誘導させる

観覧や観戦を行える空間を形成する

植栽により、自然豊かな景観を形成する 植栽によって、堤防を自然に溶け込ませる

有機的なデザインの遊歩道を整備する

アウトドアリビングとなるベンチや机を設置し
居心地の良い滞留空間を創ることで、
市民同士の多様な世代の交流を図る

5m

■海辺を学びの場へ

堤防の再整備03 滞留行動で生まれる人の交流04

点として存在する各施設を線として結びランドスケープを整備する
。そうすることで面として人を集めるエリアとなる。 その場所
は体験を通して学びを育む場となるよう計画する。

津波避難対策の検討による予想浸水範囲図では、この広場への浸水はほぼ見られないことがわかる。
よって堤防を北側から南側に移設しても防災上問題ないと言える。

広場は市街化調整区域であるので、現状では5ha以上の大きさの非建築のスポーツ・レクリエーション
施設の設置は認められていない。堤防を移設することで、広場全体が市街化区域となり、誰もが気軽
に楽しむことができる陸上スポーツ広場へと変わる。

愛知県津波浸水想定を基に作成

予想浸水範囲
堤防・防潮堤

市街化調整区域

市街化区域

かつての蒲郡の地形を学ぶ
■蒲郡の港湾の歴史
蒲郡港は景勝地として優れた海岸であった。(1)

昔の海岸線には
潜在的な記憶が
残っている(1)

蒲郡港は港湾発祥地として初期段階から開発の対象となり、工業地を抱えながら存在してきた。(3)
しかし、コンテナの発達など港湾機能の変化によって次第に開発の勢いが落ちていった。 この空き
地化した埋立地に昔の沿岸線を用いて気持ちの良い沿岸沿いの記憶を呼び起こす。

蒲郡地区で陸海の結合を図るべく、明治 35 年に蒲郡駅舎南側が埋め立てられる。(2)

明治 22年

01

昔の沿岸によって
沿岸線沿いの記憶
を呼び戻す

提案
埋立地が建設される
(2)

明治 35年 昭和50年
工業化により開発
対象となり。埋立
地が拡張される(3)

港湾機能の変化に
よって有効活用さ
れていない

令和2年

▲ ▲ ▲ ▲ ■竹島園地から見る蒲郡の海
現在の景勝地として優れた
眺望として手前にある「芝」、
奥に見える「海」、その海に
浮かぶ「竹島」がそれぞれ
しっかりとした境界で分か
れていて気持ちの良い風景
を生み出している

現在の特性を引き継いだ一体整備

竹島と水族館が同時に 眺めら
れるアイストップの形成

ビスタ軸

連続的な景観の形成

自然を体感できる動線の形成
集会・イベントに対応した空間

現風景の記憶やイメージの継承

視点場の形成

景観の展開

水族館
体験型アート

参加型アート

生涯学習
センター

科学館

博物館

スポーツ
広場

海の駅

知る・見る・学ぶ
学ぶ

つくる

食べる

動く 動く

知る

知る・見る・学ぶ

02

■デッキの延伸
海岸沿いに沿って設置され
たデッキは海を感じながら
歩く気持ちの良い遊歩道と
なっていて、ベンチなどで
休憩しながら海を見渡すこ
とのできる場でもある

芝 道 海

滞留

滞留

滞留

滞留

滞留

滞留

滞留

通行
通行

通行

通行

市民・観光客

市民・観光客

観光客

市民・観光客

市民・観光客

市民・観光客

市民

幅広い世代の憩いの場となる
アウトドアリビング

休憩やコミュニケーションの場

潮の満ち引きによる風景の変化を
感じることができる親水スポット

市民と観光客の双方にとって
サードプレイスとなる広場と屋外美術館

滞留する場と通行する場を整備する。滞留する場は、海へと視線が抜ける気持ちの良い空間や 動線
を計画すた際に生まれた人の溜まりそうな場所を抽出し、計画した。

駅前広場で、観光の入り口 待ち合わせや駅前
観光案内所など短時間の滞留観光の楽しさを
予感させるようなエントランスとしての機能を持つ

蒲郡の環境を食を通して学ぶまた
新水族館、竹島、竹島園地を望む
絶好の眺望景観

潮の満ち引きも側で感じる陸
と海どちらの自然環境も身近
に感じる

海の側で波の音が耳にも心地よく穏やかな
時間が流れている
海岸線はひらけておりエリア内の主要施設を
視認できるため次の目的地への期待も膨らむ

海と生命の進化を憩いながら学ぶストリート
ファニチャーやアートが対流を促す

目的地までの期待を膨らませる
エントランス心地いい歩行空間





整備計画のテーマ 暮らしと観光の融合

生涯学習センター

海の駅 マリンスポーツ
陸上スポーツ アート広場

水族館 照明 夜
間計画

食

イベント 夜間計画

スポーツ アート

ウォーターフロントの
位置付け

「学ぶ・育む・憩う」
蒲郡のアカデミックゾーン

敷地全体を通じて
考えたいこと

相互にかかわりを
もたせる

水族館

生涯学習センター

海の駅

学びゾーン

エントラスゾーン

海の駅ゾーン

歴史・文化・自然ゾーン

他市美術館

志摩市

御前崎市

蒲郡市図書館

三谷水産高校

水産試験場

社団法人

大学

研究機関

公共施設

三谷祭り

マラソン大会

行事・イベント

駅北商店街

福寿稲荷ごりやく市

蒲郡市場

三谷市場えびせん工房

蒲郡オレンジパーク

民間施設

大島

国定公園

アートのコンペを開催

プランの連携

海洋研究・実際に触れて学ぶイベントの連携

夏季フェリー

オフシーズンにインストラクターが
生涯学習の講師として海辺一帯で活動

採った食材の調理

器具の貸し出し シャワ
ー・ロッカー利用

ランドマークで
海辺へ誘導

ランドマークで
海辺へ誘導海洋研究の連携 付属

機能室の相互利用

器具の貸し出し シャワ
ー・ロッカー利用

器具の貸し出し

大会の誘致

大会の誘致

イベントスペースとして利用

器具の貸し出し

水族館で展示している魚の販売
食育の連携

器具の貸し出し

イベント・展示内容の連携

児童による創作アート展示

温泉に入浴・食事

地産地消で地場産業の振興
食育の連携

学び・研究の連携
研究成果の展示



02 交通計画 03 夜間計画 04 食の広がり

01 各施設の波及効果

07．step3 波及効果

観光客：昼夜の食事需要が大きく 商店街：空き店舗減少
市民：身近な商店街が充実し

生活が豊かに

商店街：空き店舗提供創業支援

蒲郡商店街に
飲食店やシ
ョップが新
規参入出店者：観光地蒲郡は魅力的

×

0年 10 年 20 年 30 年 40 年 50 年

海の駅

生涯学習
センター

竹島 水
族館

ランド
スケープ

市民の暮らしと風土性が感じられる観光



生涯学習センター

海の駅水族館

蒲郡市民図書館マリンセンター 商工会議所

アカデミック拠点

大学

研究機関
社団法人 民間企業

分館

として利用
学びの連携

として利用・地産地消
地場産業の振興

学びの連携･利用者層のすみ分け

広域な連携 蒲郡市内・周辺地域の図書館との連携蒲郡市内文化施設との連携

アート制作・設置
憩いの場

生涯スポーツの
場として利用

小中規模の を誘致する
知の集積

展示の更新 情報の
アップデート

図書機能の連携

で小中規模会議を誘致する
オフシーズンの利用

で小中規模会議を誘致する
利用率・集客率

体験した研究の成果を展示

として利用･学びの連携

生涯スポーツの場として利用 ス
ポーツの振興・市民利用の増進

市民利用の増進
スポーツの振興

体験・製作

展示

児童スペースの確保
複合施設と
食育の連携

企画展示・市民ギャラリー

地場産業の振興
産学連携

図書機能をま
ち全体に分配

海について学ぶ 食について学ぶ

健康について学ぶ

蒲郡共通チケット うみべ大学学生特典
学割

学割

学割

として利用
展示の更新

01 学びの拠点 02 効果と将来像

生涯学習センター
生涯学習センター

竹島

水族館

マリンスポーツ

蒲郡市民図書館

生涯学習センター

海の駅

生涯学習センター
計画の大きな軸となるアカデミックエリアの、学びの拠点として「生涯学習センター」を提案する



■MICE ■ユニークべニュー

C
C

Meeting（会議・研修） Incentive（招待旅行）

onference（国際会議・学術会議）
onvention（大会）

Exhibition（展示会）
Even（t催し）

MICE
東京ビックサイト

京都国際会館

COMPACT SHORT

SIMPLE UNIQUE

即時～予約OK１～49人程度

調整がラク ユニークベニュー

COMPACT MICE

LARGE

COMPLICATED

何百人単位

各所との連携

LONG

PLANE

1年半前～予約必要

ハコモノ

LARGE MICE
会議 レセプション

レセプション

ワークショップ 会議企業の会議や研修旅行、国際会議、学会、見本市などを観光の観点から着目し
た総称。日本では、国際会議を中心に観光庁や日本政府観光局による促進が行われ
ている。近年、巨大なMICE施設が全国に多く作られている。大規模施設を持た
ずに企業の会議場としての役割を担う小中規模のMICEがみられるようになり、
それぞれの都市に合ったMICEの形を考える必要がある。

MICEは基本的に巨大なコンベンションセンターで行われる大規模会議がメイン
であるが、計画敷地に対しては規模が不適当であるため、小中規模のコンパク
トMICEを実施する。オフシーズンにコンパクトMICEの誘致を行い、観光の閑散期に宿
泊施設や飲食店の集客を見込む。

生命の海科学館

ユニークべニューとしての活用が見込まれる施設

レクリエーション

展示会

マリンセンターハウス

海辺の文学記念館 複合施設

蒲郡クラシックホテル

出島メッセ長崎

Aichi Sky Expo

03 周辺施設との連携

04 ゾーニング

・レファレンス

・ギャラリー

・ホール

・ホワイエ

・スタジオ

・オフィス

・カフェ

・ギャラリー

・インターネット

・スタジオ

・ショップ

・図書機能

・展望デッキ

・ギャラリー

・カフェ

・スタジオ

・図書機能

・インターネット

■スポーツ

うみべ大学利用者同士がスポーツサークルを立ち上げ、スポーツエリアで活動
を行うことで市民の健康促進を図る。また、スポーツエリアのみの利用者とうみ
べ大学の利用者が交流することでうみべ大学の存在を知ってもらい、さらなる
利用者を見込む。

生涯学習センターでは児童のアート制作を支援し、そこで制作されたアートは
施設の南側に位置するアートゾーンに展示される。展示作品は定期的に更新さ
れ、常に新しいアウトドアリビング空間を演出する。

うみべ大学

複合施設

市民

大学活動内のコミュニティ

スポーツエリア

スポーツ団体

スポーツを通したコミュニティ

ホテル 水族館

海の駅

生命の科学館

スポーツアート

図書館

博物館

■蒲郡市立図書館

生涯学習センターの図書機能と蒲郡市立図書館の利用者層の棲み分けを行う。
蒲郡市立図書館の主な利用者を低年齢層とし、児童から受験生までの学習の場
とする。また、生涯学習センターの図書機能の主な利用者を高年齢層とし、成
人以上の学びなおしの場として整備する。

生涯学習センターが学びの拠点としてふるまうことで、各施設と学びの連携を
相互に行いながら、施設同士のつながりを強化する。生涯学習センターが中心
となり、地域全体をアカデミックゾーンとして形成していく。

地域住民の学びの場として機能している事例から機能や利用方法の整理を行い、
生涯学習センターに挿入する機能を決定する。施設全体を大学の学習空間であ
るラーニングコモンズのように計画することで、施設内のあらゆる場所で市民の
自発的な学習を誘発する。

西浦公民館

蒲郡市民会館

三谷公民館 大塚公民館

蒲郡市立図書館

分室システム

東部公民館

■周辺施設との連携

■海の駅

地域の食育推進の拠点として機能する。地産地消により農業や漁業などの地場
産業を振興するとともに、市民の食や健康への関心向上を図る。また、生涯学
習センターにて行われる食やマーケティングに関する座学的な学習とは異なる
体験を通じた学習を展開し、地域の商店・台所のようにふるまう。

■水族館・蒲郡市生命の海科学館

三谷水産高校や水産試験場、県内の海洋研究を専門とする大学や企業と連携し、
市民参加の海洋研究を行う拠点として機能する。海洋研究の中でも海洋生物に
焦点を絞り、漁業とも連関しあいながら産学連携を図り、地場産業の振興や蒲
郡市における海の魅力向上を目指す。

うみべ大学 水族館

×

■博物館

生涯学習センターにおける学びの成果発表の場として機能する。常設展示によ
る蒲郡市の郷土歴史に関する知識付与に加え、市民の学習・研究の成果を特別
展示室やギャラリーに展示することで、蒲郡市に対する知識を深めるとともに、施
設内の情報のアップデートを図る。

海の駅うみべ大学

×

■アートとの連関
うみべ大学

×

博物館

学びなおしの場
高齢者

学習の場

市立図書館

子ども～高校生

海の魅力向上

大学と連携した

海洋研究

地場産業の

振興市民の海への

興味・関心の提供

市民参加

漁業との連関講義 ワークシ

ョップ

コミュニティ

形成

調査・研究

水族館うみべ大学

展示の充実

歴史学習

企画・展示

郷土資料の提供

研究成果の発表

郷土研究講義 ワークシ

ョップ

コミュニティ

形成

調査・研究

博物館うみべ大学

健康促進

スポーツエリアを利用

大学活動に参加

食育促進

食・マーケティングの

体験学習の場を提供

地場産業を盛り上げる

講義 ワークシ

ョップ

コミュニティ

形成

調査・研究

うみべ大学

地産地消

物流漁業との連関

海の駅

企画 管理

教育機関

一般

アートゾーン アートゾーン

企業

指導 支援

展示

■断面ゾーニング

■広域ゾーニング■ゾーニングA

■機能整理

図書機能からは海を展望できる

マリンスポーツとのつながり

ライブラリー
レセプション
マリンスポーツホワイエカフェ

ライブラリー展望デッキ

太陽の家

蒲郡文化広場
うみべ大学

うみべ大学

竹島に開く

生涯学習センター

住宅街

市民からの動線

広場

駐車場

マリンスポーツエリア

駅からの主要動線

S=1/5000
生命の海科学館

仙台メディアテーク ぎふメディアコスモス ヘルシンキ中央図書館

ヴォイド

メディア
コーナー

ライブラリー
レセプション

スタジオワークショップ

ライブラリー

竹島・水族館を望む

ホール

ライブラリーホール

デッキ

お話 工作研究

緩やかにつながった空間

ロータリー

ショップ

カフェ

マリンスポーツ

レセプション

ロータリーが
博物館に開く

ホワイエ

ホール

カフェ・ショップ
の賑わいを魅せる

マリンスポーツの後に

カフェでゆっくりする

レセプション

サイクルポート

サイクルポートカフェ ショップ

エントランス

エントランス

軒下空間による内外の連続性

バックヤードシャワー

バックヤードシャワー

１F ２F

〈抽出機能〉

お話 工作研究

竹島水族館



バックヤード

中ホール

大ホール

ロビー

3 月 4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月

潮干狩り

福寿稲荷ごりやく市

つつじまつり

蒲郡オレンジトラ
イアスロン大会

海水浴場
蒲郡まつり

三谷祭

蒲郡駅前イルミネーション

蒲郡市農林
水産まつり

三河湾健康
マラソン大会

福寿稲荷ごりやく市

潮干狩り×水族館

クラブハウス ×大会

ごりやく市×複合施設（マーケット）
ごりやく市×複合施設（マーケット）

花火
水族館（モニュメント）

つつじまつり生涯
学習センター（UV）

自然泊×海水浴

くらふとフェア
蒲郡

イルミネーション
ライティング計画

ホール

１F ２F

バックヤード

ホール

カフェ

ショップ

ライブラリー

サイクルポート

レセプション

カフェ・ショップ
の賑わいを魅せる

マリンスポーツの後に

カフェでゆっくりする

ホール

ホール

レセプション

ライブラリー

ホール レセプションラウンジ
宴会場

会議場

会議室 廊下

廊下中会議室

カウンター 閉架書庫事務

開架書庫ラウンジ

展望デッキ

既存

本設計

大ホール

サイクルポート

屋外ホール

ホワイエ

大ホール

ラウンジ

ラウンジ

エントランス

ステージ

既存

本設計

■ゾーニングB

05 詳細設計

■ゾーニングB　断面



トラックによる

食拠点

活動後に利用

特産物の物流

地産地消の拡がり

認知度向上
食べる水族館

展示している魚の販売

出店提供

出店提供

食事処として利用 活動後に利用

特産品を使ったメニュー販売

特産品を使ったメニュー販売

特産品を使ったメニュー販売

特産物の提供緊急時の配達 特産物の提供

新鮮な海産物を届ける

採った貝類を調理する

水族館 海の駅

学びゾーン

エントラスゾーン

海の駅ゾーン

生涯学習センター

物流

ドローン 船 トラック
志摩市 御前崎市形原漁港

蒲郡オレンジパーク えびせん工房 おいでん横丁 味のヤマスイ 蒲郡海鮮市場 夢織人 竹島クラフトセンター

特産品：蒲郡みかん 特産品：えびせんべい 特産品：えびせんべい 特産品：三河木綿

伊勢海老・あわび
サザエ・かき

防災物資

特産品：三河木綿特産品：アカザエビ
三河湾のあさり

特産品：アカザエビ
三河湾のあさり

蒲郡市場 三谷市場

公民館

小学校

中学校

高等学校

蒲郡市図書館

三谷祭り

福寿稲荷
ごりやく市

マラソン大会

文化会館

食育の連携

駅北商店街

市内の公共施設

蒲郡市内の飲食店

行事・イベント

①②

③
⑤

⑦⑥

④

視覚

聴覚

嗅覚

味覚

触覚
蒲郡市民について荻野伸也さん 竹島パルク内施設

01 食の拠点とは

市民 周辺の飲食店東港地区 周辺地区の発展 地方

海の物流

食育の発展 食の提供 食の提供 特産物の宣伝 特産物の宣伝

空の物流 陸の物流

地方の特産物三河湾の特産物 内陸部の特産物

02 効果と将来像

食育機能

物流
機能

蒲郡
市民

食育機能

物流 蒲

地域とともにつくる
個性豊かな観光の場

食育

健康への意識が日常化される 市民の健康に繋がる

海の駅が支援・サポート

健康に対しての意識が向上する

海の駅

海の駅
モノが集まる海の駅ゾーンに、食の拠点として「海の複合施設」を提案する 用途
海の駅
モノが集まる海の駅エリアの、食の拠点として「海の複合施設」を提案する

①蒲郡オレンジパーク ②えびせん工房 ④味のヤマスイ④味のヤマスイ ⑥夢織人

③おいでん横丁 ⑤蒲郡海鮮市場 ⑤蒲郡海鮮市場 ⑦竹島クラフトセンター

蒲郡みかん えびせんべい アカザエビ 三河湾のあさり 三河木綿

蒲
郡
特
産
物

施
設



05 機能整理
■シークエンス計画

スポーツ（陸上・マリンスポーツ）

身近な生涯スポーツの場が、持続的な心と体の健康、定住にもつながる。

陸上スポーツ マリンスポーツ

更衣室 バックヤード

特産物マーケット

ドローン

カフェ

スポーツ シャワー

フェリー 造船 漁業組合

サイクルポート

パブリックキッチン
■食

■体

■海

■物

ヨットポート（約
40台 ）

生 涯ス ポ ー
ツ エ リ ア

競 技 用ス ポ
ー ツ エ リ ア ク ラ ブ ハ

ウ ス

シ ョ ー ト
コ ー ス

三 河 大 島・
ラ グ ー ナ へ

受 付 ・器 具庫
・シャワー



02 効果と将来像01 計画概要～ランドマークとしての新竹島水族館～

駅から海側みても海が見えないアイレベル写真
グーグルアースから画像ゲットしてそのまま

挿入

海辺へ誘導

新竹島水族館
海辺一帯にアクティ
ビティが創出 人々が集う

市民の誇り

水族館利用のハ
ードルを下げる

展示生物は、海水や淡水（川や湖など）
などを展示。展示内容は常に変化し、訪
れる度に違う展示の工夫が魅力の一つ。

海洋生物についての研究や実際に水
槽越しに目にした魚を食べるという
体験を通して学ぶ。

市民が憩える親水空間を広場内に設
けることで海への親しみを育む。

モニュメント＋施設 モニュメント＝施設 ランドスケープ×モニュメント
モニュメントと施設がそれぞれで計画される
ことで、敷地全体に回遊が生まれる。

施設が地域のシンボルとなることで、住民に
とって誇りとなり観光スポットとしても活性
化する。

モニュメントと施設がランドスケープと一体
的に計画されることで、奥の導きたい空間へ
誘導する。

三河湾の地形を建築のモチーフとし
て用いて遊びながら同時に地域につ
いて学ぶことができる。

水族館を地下に計画し、地上を広場
化し日常的に利用されることを目指
す。

水族館の広場と周辺の広場が一体的
に造成され、海辺一帯に動線を誘導
する。

参考事例：大阪海遊館海洋生物研究所以い布ぶ利りセンター

広場を一体的に整備していく 水族館内部のカフェへ広場
から直接アクセスできる

センターに隣接している以布利漁港から漁船が
出港し漁が行われる。以布利センター専任の飼
育員が、設備や環境面で海遊館では出来ない
センターならではの研究活動を行っている。

ウナギの養殖研究

新竹島水族館

海洋生物の研究 施設公開デーの体験教室 海の歴史の展示

食育の一環として、水族館と連携し、
水族館で展示している魚の販売やそ
の魚を使った料理を提供する。

事例：ジェノバ水族館

事例：ジェノバ水族館

事例：ビルバオ

事例：オペラハウス

事例：NYC AQUARIM

事例：デルフト工科大学

潮の満ち引きに合わせて、人口プー
ルの水位が変わる。

食べる水族館

市内の飲食
店を中心に
行われてい
る。

参考事例：福井県立大学

食の拠点

参考事例：江の島湘南港『タイドプール』

新竹島水族館

水族館
海の駅

生涯学習センター

学びゾーン

イベントスペースとして利用
大会の誘致 ランドマーク

誘致・宣伝テナント料￥
場所の貸出

賑わいの創出 仮設管理

エントランスゾーン

周辺地域とイベントの連携

アートのコンペを開催

夜間イベントを開催

イベントスペースとして利用

イベントスペースとして利用
認知度UP

児童による創作アート展示
市民活動の創出

付属機能室の相互利用

小規模MICE の誘致

周辺施設も連携して利用

水族館で展示している魚の販売
食育の連携

竹島

歴史・文化・自然ゾーン

海の駅ゾーン

蒲郡市内での連携西浦エリア

駅北商店街 飲食店

公式スケボー大会
トライアスロン大会
グランドゴルフ大会

大会の誘致

参加率・認知度・競技人口UP

海洋研究の連携

福寿稲荷ごりやく市

ヨットの大会・ナイトシアターのイベント開催
冬季のイルミネーション計画・自然体験学習

竹島園地

海辺の文学記念館 三河湾国定公園

クラシックホテル

形原温泉 西浦園地 西浦パームビーチ

三谷エリア

八劔神社

三谷祭り

三河大島海水浴場

西浦温泉夏祭あじさい祭桜ゆきやなぎ祭 食べる水族館
養殖など海洋研究

水産試験場
三谷水産高校

実際に触れて学ぶイベントの連携

海洋研究の連携



内部を室で区切らずシームレスに分け
ることで、空間に可変性を持たせる。

□ラボ展示□可動式の水槽□シームレスな平面ゾーニング □ワークショップスペース □モニュメント
スピネーカー

ジブセール

メインセール

□エントラス

展示内容の変更に合わせて水槽を動か
すことで、毎回違う楽しさを創出する。

一般的に裏側で見ることのできない海
洋生物を研究する様子を展示する。

体験を通した学びを育む場として、
ワークショップスペースを設ける。

海のイメージをもつヨットを構成する3つの帆を
外観デザインとして使う。

水族館に向かう地下への導入。屋根からわずか
に光がもれることで階段を下るとき、まるで海の
中へむかっていくように演出する。

ショーエリア
サンゴエリア

カフェ

ワークショップ
スペース

熱帯魚エリア三河湾エリア

日本の川魚エリア

三河湾エリア

参考事例：すみだ水族館『アクアラボ』 参考事例：すみだ水族館

駅からの直線上でアイキャッチとしてシンボル性をもつ竹島水族館

モニュメントと広場が一体的に整備され、市民の憩いの場が創出する

■機能 ■建築的デザイン

参考事例：ルーブルアブダビ

駅から一直線上

小学校で作ったアート作品を見に行く

ベンチで休む

親水空間でおじいさんが憩う

三河湾を見渡す

広場で子どもが遊びまわる

竹島を見る

海の駅へ海鮮を食べに歩いて行く

福寿稲荷ごりやく市が
ここでも開かれる

対岸のライトアップを見る

海沿いのデッキから水族館を見る

A案

B案

1F 平面図 B2 平面図

B1 平面図

断面図


